
主治医： 受け持ち看護師：

月日

項目

検査

活動・安静度

食事

清潔

・薬物療法について理解できる
・内服継続の必要性が言える
・薬の内容を知っている
・薬剤の副作用を言える

この経過表は入院から退院までのおおよその経過をお知らせするものです。

諸所の理由で経過通りにいかない場合もありますことをご了承ください。
宮崎大学医学部附属病院

・制限はありません
・便秘や下痢の場合はご相談ください
・手足に湿疹が出る場合があるの予防的に入浴後に保湿剤を塗りましょう

＜退院後の注意事項＞
・1 日1 回は血圧を測る時間を決めて習慣づけ、記録に残し、受診の際に
 主治医に伝えるようにしましょう。血圧の薬は血圧が下がっても自己判断
 で中止せず、主治医に確認して下さい
・咳・痰・息切れ、息苦しさなどの自覚症状
・手足のピリピリ感、痛み、水ぶくれの出現、悪化した場合
・血圧が160/100 を超える場合
・38 度以上の発熱がある場合
・嘔吐の持続や、口内炎の痛みなどで24 時間水分や食事が摂れない場合
・下痢がひどい場合、長引く便秘やお腹が張って苦しい場合
上記ような症状がある場合には、病院に連絡ください。
・処方された薬は、飲み忘れないようにしましょう。
もし、飲み忘れた場合には、忘れた分をまとめて服用しないようにして下
さい。薬の副作用が強く現れるおそれがあります。

退院後初回再診日まで、ご不明、ご不安なことがありましたら、下記連絡
先に、お電話を下さい
　
 宮崎大学医学部附属病院
　泌尿器科外来　0985-85-9317
　泌尿器科病棟　0985-85-1898
　総合予約室　  0985-85-1225
　※時間外（17：00～8：00）は病棟に電話をおかけください

・制限はありません

・制限はありません
・副作用に手足に湿疹がである場合があります。予防的に手足に保湿剤を塗りましょう

・7日目に採血があります ・採血があります

患者様及びご家
族への説明
栄養指導
服薬指導

・入院生活のオリエンテーションを行います

・薬剤師より内服するトーリセルについて説明があ
ります

・初めての治療の時には医師より説明があり、同意
書を書いていただきます。

・個人差もありますが、吐き気などの
副作用症状が出ることがありますの
で、異常を感じたらご相談ください

〈その他の副作用について〉
副作用として、下記の症状が現れることがあ
ります。症状を自覚した場合は医療者にご相
談ください。
・蕁麻疹　・息苦しさ
・体のだるさ　・脱毛
・口内炎　・手足のしびれ
・手足に湿疹、かゆみ　・高血圧

〈食欲の低下について〉
　食欲が低下したり、吐き気で食事がとれな
くなる可能性があります。水分や食事が取れ
ない場合は点滴で補う事ができますので、医
療者にお知らせ下さい。また、高カロリーの
食品を食事に追加したり、食事内容の変更が
できますので、医療者にご相談ください

達成目標

・特にありません

治療・薬剤
(点滴・内服)

・処置
・リハビリ

・制限はありません
・食事の変更ができます
お粥やパン食を希望される方はお申し出下さい
・治療のため吐き気が出た場合は、病院の食事を欠
食にすることができます

・食べられるものを好きな時に食べて
ください

排泄

・制限はありません

　・トーリセルの内服が開始します

・身体測定をします
・採血があります
・レントゲンの検査があります
・肺機能の検査があります

トーリセルの内服を始められる患者さんへ

患者氏名：

治療7～11日目

／ ／　～　／ ／　～　／

治療13日目退院

／ ／

入院日 治療1～6日目 治療12日目


